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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
７

１
回

ー
１

 

連
休

連
休

連
休

連
休
中中 中中
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
    

行
仙
岳
北
面
段
差

行
仙
岳
北
面
段
差

行
仙
岳
北
面
段
差

行
仙
岳
北
面
段
差
とと とと
笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒
きき きき
道道 道道
(( (( 旧

逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道
)) )) 修

復
修
復

修
復

修
復
改
修
作
業

改
修
作
業

改
修
作
業

改
修
作
業
    

    

◇◇ ◇◇
実
施
日

実
施
日

実
施
日

実
施
日
；； ；；
平
成

平
成

平
成

平
成
２
８

２
８

２
８

２
８
年年 年年
４４ ４４
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日

( 金金 金金
) ～～ ～～

５５ ５５
月月 月月
０
１

０
１

０
１

０
１
日日 日日

( 日日 日日
) 

  
４４ ４４
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日

( 金金 金金
)  

 
晴

。
北

西
風

強
く

寒
い

 

◇
参

加
者

；
樋

口
義

也
・

前
田

 
正

、
川

島
 

功
、

青
木

宏
充

。
 

４
名

。
 

 

当
初

、
連

休
初

日
は

二
人

で
あ

っ
た

が
、

旧
知

の
岳

友
・

樋
口

氏
が

手
伝

お
う

か
と

電
話

連
絡

し
て

下
さ

り
、

頼
も

し
い

支
援

者
の

参
加

に
よ

り
修

復

と
改

修
作

業
が

捗
る

事
に

な
っ

た
。

 

前
日

の
低

気
圧

通
過

後
、

冬
型

の
気

圧
配

置
に

な
り

風
が

強
く

肌
寒

い
。

食
料

品
以

外
に

チ
ェ

ン
ソ

ー
、

大
ハ

ン
マ

ー
、

ガ
ソ

リ
ン

５
㍑

缶
等

の
荷

 

物
が

多
く

Ｍ
機

を
使

用
し

た
。

 

行
仙

宿
に

１
０

時
着

、
行

者
堂

で
安

全
祈

願
す

る
と

共
に

幟
を

立
て

る
が

強
風

で
何

度
が

手
直

し
す

る
。
気

温
５

℃
と

寒
く

、
缶

ビ
ー

ル
を

冷
や

す
氷

２
㎏

持
参

し
た

が
必

要
が

無
い

天
候

で
あ

る
。

 

水
場

は
前

日
の

雨
で

底
浚

え
し

づ
ら

い
水

量
が

流
れ

、
各

自
水

１
０

㍑
補

給
す

る
。

 

１
１

時
過

ぎ
か

ら
早

め
の

昼
食

を
し

て
い

る
と

、
１

１
時

半
前

に
修

験
装

束
の

椎
木

氏
が

ひ
ょ

っ
こ

り
来

宿
。
奥

駈
行

は
、
単

独
で

抖
擻

す
る

つ
も

り

だ
が

腰
痛

が
あ

る
か

ら
と

聞
き

、
連

絡
が

無
く

奥
駈

行
は

実
施

し
な

い
と

思

っ
て

い
た

だ
け

に
旧

交
を

温
め

る
。
今

回
、
新

宮
か

ら
で

な
く

本
宮

か
ら

５

月
３

日
の

大
峯

山
戸

開
け

に
参

加
さ

れ
る

。
玉

置
神

社
泊

な
の

で
こ

の
時

間

に
行

仙
宿

到
着

は
、
４

時
頃

の
早

朝
出

立
と

健
脚

の
な

せ
る

技
で

あ
り

、
腰

痛
は

心
配

無
い

様
だ

。
暖

か
い

味
噌

汁
と

コ
ー

ヒ
ー

で
体

を
温

め
ら

れ
、
明

日
前

鬼
裏

行
場

を
巡

る
に

は
、
持

経
宿

泊
が

都
合

良
く

、
同

宿
せ

ず
申

訳
な

い
と

１
２

時
前

に
出

立
。

 

１
２

時
半

前
か

ら
、

木
杭

６
本

、
大

ハ
ン

マ
ー

、
ト

ン
ガ

、
鋸

、
番
線

・

シ
ノ

を
担

ぎ
、

行
仙

岳
捲

き
道

を
辿

り
笠
捨

山
北
面

の
段
差

修
復
箇
所
へ

。
 

 
 

 

椎
木

氏
来

宿
 

 
 

 
 

 
捲

き
道

補
修

 
 

 
 

 
北

面
の

段
差

修
復
 

 

先
般

補
給

の
木

杭
・
段
差
材

等
で
崩

れ
た
段
差

を
修

復
す

る
と

共
に

全
て

の
木

杭
を

ハ
ン

マ
ー

で
打
ち
固

め
る

作
業

で
あ

る
。

下
半
分

は
、
段
差

新
設

と
補

修
及
び

雨
水

が
流

れ
下

ら
な

い
溝
切

り
作

業
。
上

半
分

は
、
木

杭
を

大

ハ
ン

マ
ー

で
打
ち
固

め
る

作
業

で
あ

る
。

 

連
休

前
に
点
検

巡
視

出
来

な
か

っ
た

持
経

宿
～

行
仙

岳
間

は
、

青
木

氏
が

点
検

巡
視

( 倒
木

４
本
処
理

) し
て

、
１

４
時

前
に

北
面
段
差

作
業
中

に
合

流
。
 

１
４

時
４

０
分

に
作

業
終
了

。
笠
捨

山
か

ら
下

山
前

に
青

木
氏

知
人

の
吉

田
組

( 三
菱

電
機
㈱

) ４
人
中

３
人

が
登
頂

し
て

来
る

。
 

 
 

 

 
青

木
氏

合
流

 
 

 
 

 
分

岐
下

修
復

完
了

 
 

 
 

本
日

の
作

業
者
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来
宿

者
の
予
約

は
、
９

人
で

あ
り

、
乾

氏
か

ら
送
付
頂

い
た

コ
シ
ア
ブ
ラ

と
本

日
採
取

の
リ
ョ
ウ
ブ

の
葉
芽

、
絹

さ
や
豌
豆

、
椎
茸

・
イ
タ
ド

リ
の
芽

の
天
麩
羅

の
夕

食
と

す
る

。
 

宿
泊

者
の

早
朝
発

は
、
入

口
側

に
寝

る
様

に
指
示

手
配

す
る

共
に

天
麩
羅

を
お
裾
分

け
す

る
が

、
次

か
ら
次
へ

と
来

宿
者

が
増

え
、

天
麩
羅

を
揚
げ

る

だ
け

で
夕

食
に

な
ら

ず
、
略

食
事

を
終

え
る

頃
に
管
理
棟
へ

場
所

を
移

し
夕

食
と

す
る

、
御
飯

は
電
子
レ

ン
ジ

で
チ

ン
。

 

１
９

人
目

は
、
予
約

者
の
ド
イ
ツ

人
女
性

( 本
宮

で
語

り
部

) で
１

８
時

半

過
ぎ

に
到

着
、
小
屋

は
略
満
杯

配
置
済
み

の
た

め
、
管
理
棟

( 中
２
階

) で
我
々

( 川
島

・
樋

口
・

前
田

) と
同

宿
。
消
灯

は
２

１
時

。
 

行
動
タ
イ
ム

 

鵜
殿

7
:0

0
→

8
:3

0
行

仙
登

山
口

8
:4

5
→

1
0
:0

0
行

仙
宿
→

水
汲
み

等
→

1
1
:1

5
昼

食
(( 椎

木
氏

1
1
:2

5
～

1
1
:5

5
)1

2
:2

0
→

1
3
:0

0
北
面
捲

き
道
分
岐
→

作
業

( 青
木

氏
合

流
1
3
:5

0
) →
分
岐

下
の

作
業

1
4
:2

0
→

1
4
:4

0
分
岐
上

の
作

業
( 行

仙
岳

)1
4
:5

0
→

1
5
:2

0
行

仙
宿

。
 

  
４４ ４４
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日

( 土土 土土
)     
快
晴

、
朝

の
外

気
温

３
℃

 

◇
参

加
者

；
樋

口
、

前
田

、
川

島
、

青
木

、
沖
﨑
吉
信

、
濱
野
兼
吉

、
 

奥
村
順
夫

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
名

。
 

 

    
毛
布

３
枚

で
は

、
寒

く
な

り
そ

う
で
毛
布

を
取

り
た

い
が

、
ド
イ
ツ

人
女

性
客
就
寝

の
為
取

り
出

せ
ず

、
前

田
氏

朝
方

寒
く

て
眠

れ
な

か
っ

た
と

の
事

。
 

天
麩
羅

の
残

り
野
菜

で
味

噌
汁

に
す

る
が

、
ダ
シ
入

り
味

噌
で

は
無

か
っ

た
の

で
、
醤
油

を
用

い
て
美

味
し

い
味

噌
汁

を
樋

口
氏

が
調
理

し
て

く
れ

る
。
 

 
朝

食
の

後
片
付

け
が

あ
り

、
８

時
に

大
ハ

ン
マ

ー
２

、
ト

ン
ガ

１
、

鋸
、

番
線

、
ロ

ー
プ
及
び

各
自
パ
イ
プ

杭
( 電
源

開
発
㈱

の
寄
贈

品
) 
３
～

４
本

(1
.2

m
・

1
.5

m
) 担

い
で
葛

川
辻
側

の
奥

駈
道
・
旧
逓
信
道
分
岐
へ

。
分
岐

に

は
、
吉

田
組

４
人

が
笠
捨

山
経
由

で
運
ん

だ
パ
イ
プ

杭
が

４
本

置
い

て
あ

る
。
 

 
こ

の
分
岐
取
付

き
は

、
横
桟

木
･
木

杭
が
斜
面

下
に
落

下
し

、
崩

れ
易

い
土

の
斜
面

ト
ラ
バ

ー
ス
道

で
一

番
に

改
修

す
べ

き
地
点

で
あ

る
。

 

桟
木

を
引

き
上
げ

、
パ
イ
プ

杭
を
打
込
み

ト
ラ
バ

ー
ス
道

を
改

修
す

る
と

共
に

山
側

か
ら

の
崩
土
止

め
の
横
桟

木
を

新
た

に
設

置
す

る
。

 

 
 

 

分
岐

改
修

前
 

 
 

 
 

 
改

修
作

業
 

 
 

 
 

 
分

岐
改

修
後
 

 

傾
い

た
桟

木
は
起

し
、
浮

い
た
横
桟

木
は
地
面

に
接
地

さ
せ

て
土
留

め
の

機
能

を
さ

せ
る

様
に

大
ハ

ン
マ

ー
で
叩

く
。

 

 
何

し
ろ

大
ハ

ン
マ

ー
は
重

い
の

で
１

本
打

つ
と
息

が
上

が
り

、
交
代

し

な
が

ら
作

業
を

す
る

。
分
岐

か
ら
約

１
０

０
ｍ

の
改

修
に

１
時

間
１

５
分
費

や
し

た
。

 

分
岐

か
ら
次

の
修

復
・

改
修
地
点

に
移
動

し
て

作
業

し
て

い
る

と
、

１
１

時
半

前
に
沖
﨑

、
濱
野
両

氏
が

、
我
々

の
昼

食
弁

当
並
び

に
飲

物
を

持
っ

て

応
援

に
来

て
下

さ
る

。
  

 
 

 
分

岐
か

ら
の

改
修

道
 

 
 

改
修

前
 

 
 

 
 

 
 

 
修

復
作

業
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昼
食

後
、
急
傾
斜

で
崩

れ
や

す
い
斜
面

に
倒

れ
た
桟

木
・

木
杭

を
引
抜

く

作
業

は
、
主

に
バ
ラ

ン
ス
感
覚

の
あ

る
樋

口
氏

、
土
寄

せ
は

青
木

氏
が
担

当

し
、
他

の
者

は
交
代

で
木

杭
、
横
桟

木
を

大
ハ

ン
マ

ー
で
叩

き
改

修
す

る
。

 

修
復

・
改

修
地
点

が
移
動

す
る
毎

に
、
パ
イ
プ

杭
、
桟

木
・

木
杭

・
ザ
ッ

ク
を

交
互

に
移
動

さ
せ

る
。
 

１
４

時
に
分
岐

か
ら
約

２
０
分
辿

っ
た
地
点

で
作

業
を
終
了

す
る

。
明

日

も
作

業
な

の
で
道
具
類

は
現
地

に
置

く
。

 

行
仙

宿
に
戻

る
と

、
奥
村

氏
が
恒
例

の
鯉

幟
を
揚
げ

に
来

宿
。

お
湯

が
沸

か
さ

れ
コ

ー
ヒ

ー
と

ト
チ
餅

を
頂
戴

す
る

、
ビ

ー
ル
派

は
ト

チ
餅

無
し

。
 

夕
食

は
管
理
棟

で
、

食
担

の
沖
﨑

氏
の
計

ら
い

で
め

っ
た

に
食
べ

ら
れ

な

い
上

等
な
焼
肉
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
の
ご
馳
走

で
あ

り
、
酒

の
酔

い
も

あ
り
喧
嘩

の
様

な
議
論

と
な

る
も

、
何

時
も

の
様

に
収
ま

る
。

 

本
日

の
予
約

者
２

名
に
対

し
て

６
名

来
宿

。
２

１
時

に
消
灯

。
 

行
動
タ
イ
ム

 

行
仙

宿
8
:0

0
→

1
0
:0

0
奥

駈
道

・
旧
逓
信
道
分
岐
→
分
岐

作
業
終
了

1
1
:1

5

→
1
1
:3

0
沖
崎

・
濱
野

合
流

( 昼
食

) →
作

業
終
了

1
4
:1

0
→

1
5
:4

0
行

仙
宿

。
 

 

５５ ５５
月月 月月
０
１

０
１

０
１

０
１
日日 日日

( 日日 日日
)     
快

晴
 

◇
参

加
者

；
樋

口
、

前
田

、
川

島
、

青
木

、
沖
﨑

、
濱
野

、
奥
村

、
 

乾
 
克
己

、
児
嶋
道
夫

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
９

名
。

 

 

起
床

５
時

半
。
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
の
残

り
野
菜

で
樋

口
氏

味
噌

汁
を

作
っ

て

下
さ

り
、
残

っ
た
焼

き
お

に
ぎ

り
と
サ

ト
ウ

の
御
飯

と
漬

物
で

朝
食

。
 

夕
食

と
朝

食
の

後
片
付

け
及
び
小
屋

の
清
掃

と
ゴ
ミ
焼
却

は
、

奥
村

氏
に

お
願

い
し

て
、

昼
食

の
缶
パ

ン
と
テ

ル
モ
ス

に
コ

ー
ヒ

ー
を
入

れ
て

７
時

に

行
仙

宿
を
発

つ
。

 

道
具
類
デ
ポ

し
た
地
点

か
ら
昨

日
と

同
様

の
作

業
分
担

で
旧
逓
信
道

の
修

復
改

修
作

業
を

す
る

。
今

日
は

、
暑

く
喉

が
渇

き
、
適
宜
小

休
止

す
る

。
 

１
１

時
４

５
分

、
缶
パ

ン
の

昼
食

。
 

昼
食

後
、

山
側
土
砂
留

め
の
長

い
鉄
パ
イ
プ

が
横
倒

し
に

な
り

、
そ

の
下

の
傾

い
た
桟

木
上

を
歩

い
て

通
っ

て
い

た
が

、
長

い
鉄
パ
イ
プ

を
支

え
る
倒

れ
た
パ
イ
プ

杭
の

番
線

を
切

り
、
パ
イ
プ

杭
を
打
ち

直
し

、
長

い
パ
イ
プ
上

沿
い

の
道

に
改

修
し

、
分
岐

か
ら
約

３
５
分
辿

っ
た
地
点

で
１

２
時

５
０
分

作
業

を
終
了

し
た

。
次

回
作

業
( ６

日
) に

、
ハ

ン
マ

ー
と

ト
ン

ガ
は
現
地
道

端
に
ス

ト
ッ
ク

す
る

。
  

 
 

浮
い

た
桟

木
を

叩
く

修
復

作
業

 
 

 
 

 
 

 
 

ト
ン

ガ
で

土
寄

せ
 

 
 

 

改
修

前
 

 
 

 
 

 
 

 
改

修
前

 
 

 
 

 
 

 
改

修
後
 

 

Ｎ
ｏ

２
４
鉄

等
で

、
心
地

良
い

爽
や

か
な

風
を

受
け

て
小

休
止

。
 

Ｎ
ｏ

２
３
鉄

塔
分
岐

を
過

ぎ
戻

っ
て

行
く

と
、
乾

、
児
嶋

氏
と

合
流

す
る

。
 

乾
氏

は
、

本
日

の
来

宿
者
対
応

の
小
屋

番
が

居
な

い
事

か
ら

、
一

日
繰

り

上
げ

て
来

宿
し

て
下

さ
り

、
そ

の
気

配
り

が
あ

り
が

た
い

。
児
嶋

氏
は

、
Ｍ

機
の

駐
機
小
屋

を
建

て
る

測
量

に
来

宿
さ

れ
、

旧
逓
信
道

改
修

作
業

の
応

援
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に
来

て
下

さ
る

途
中

で
、

全
員

本
日

帰
宅

の
た

め
早

め
に

作
業

を
終
了

し
た

の
で

、
一

緒
に

行
仙

宿
小
屋

に
戻

る
。

 

奥
村

氏
は

、
鯉

幟
を
揚
げ

て
下

山
さ

れ
て

い
た

。
 

児
嶋

氏
の
清

見
蜜

柑
、
濱
野

氏
差

し
入

れ
の
パ
イ

と
コ

ー
ヒ

ー
を
頂

き
、

作
業

者
の

記
念

撮
影

後
、
乾

さ
ん

に
本

日
の

来
宿

舎
の
対
応

を
お

願
い

し
て

ア
ル
ミ

缶
等

の
ご
み

を
持

っ
て

下
山

。
児
嶋

氏
は

、
下

山
時

に
Ｍ

機
駐

機
小

屋
の
計

測
を

さ
れ

た
。

 

青
木

氏
は

、
車

を
停

め
た

持
経

宿
へ
戻

り
帰

宅
予

定
で

あ
っ

た
が

、
友

人

来
宿

の
た

め
予

定
を

変
更

し
連

泊
。

 

 

 
 

 

土
留

め
パ

イ
プ

上
の

改
修

道
 

幟
・

鯉
幟

の
行

者
堂

 
 

旧
逓

信
道

の
作

業
者
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

行
仙

宿
7
:0

5
→

8
:3

0
道
具
デ
ポ
地
点
→

1
1
:4

5
昼

食
1
2
:1

0
→

作
業
終
了

1
2
:5

0
→

1
4
:1

0
行

仙
宿

1
5
:0

5
→

1
5
:4

5
登

山
口

1
5
:5

0
→

1
7
:1

0
鵜
殿

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 

川
島

) 

  

 


